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異業種協業で実現する循環ビジネス
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1. 弊社の紹介
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会社名 株式会社ナカダイホールディングス

株式会社ナカダイ

株式会社モノファクトリー

創業 1937年（昭和12年）(株)ナカダイ創業

2012年（平成24年）(株)モノファクトリー創業

2019年（令和元年）(株)ナカダイホールディングス創業

本社・ショールーム 東京都品川区南品川2-4-5 naビル9F

支店・工場 群馬県前橋市

従業員 約80名（パート・アルバイト含む）

業務内容 産業廃棄物/一般廃棄物収集運搬処分業

中古オークション市場運営/中古品・再生素材販売業

上記に関するコンサルティング業務

ナカダイグループ概要
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ナカダイ

グループ

ナカダイ

HD

モノ

ファクトリーナカダイ

理念：多様な価値観と自由な発想で
社会に貢献する

目的：循環社会への移行を推進する
仕組みの構築と普及

（企業・自社・同業他社・市民）

理念：“捨てる”と“使う”をつなぐ
目的：既存ビジネスの充実と循環工場へ

の技術革新と役割と機能の確立

理念：“使い方”を創造し、
“捨て方”をデザインする

目的：リマーケティングビジネスの確立

• 人材は共有
• 事業は補完
• 収益は独立

循環社会をビジネスで実現する
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多様な価値観と自由な発想で社会に貢献する

リマーケティングビジネス
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2. 脱炭素に向けた日本の現状
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プラスチックごみの実情
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世界のプラスチックごみの大半を処理していた
中国の輸入禁止後、各国のプラスチックごみは
中国から東南アジアへ

1988年～2016年 プラスチックごみの輸入ランキング 2018年 プラスチックごみの輸出ランキング

中国の輸入禁止
2018年1月～プラスチック類（次年度に金属類）
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自治体の処分場（焼却場）＋日本の廃棄物処分業＋中国＝日本の廃棄物

↧

自治体の処分場（焼却場）＋日本の廃棄物処分業 ＜日本の廃棄物

12

日本にとっては、環境面より経済面の理由から。。。
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モノが自由に捨てられない時代

日本は（世界中のすべての国は）、

輸出に頼らない、国内で完結する資源循環システムを

構築しなくてはならない。

国内資源を活用する時代

売った量ではなく、どれだけ回収・循環したかが

国や社会、企業の価値を決める時代
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日本にとっては、環境面より経済面の理由から。。。
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地球温暖化対策計画
（令和３年10月22日閣議決定）より引用
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• 事業者自らの排出だけでなく、事業活動に関係するあらゆる排出を合計した排出量。

• サプライチェーン排出量＝Scope1排出量＋Scope2排出量＋Scope3排出量

サプライチェーンの排出量とは

Scope1：事業者自らによる温室効果ガスの直接排出(燃料の燃焼、工業プロセス)
Scope2 : 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 : Scope1、Scope2以外の間接排出(事業者の活動に関連する他社の排出)

○の数字はScope３のカテゴリ

環境省：グリーンバリュープラットフォームより引用
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異業種協業により、脱炭素を達成してください。
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3. ナカダイグループのこれまでの取り組み
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1999年 総合リサイクル業

↓ 矛盾への挑戦・事業の再解釈

2007年 素材を生産する会社

↓ ビジョンの設定・社内の体制づくり

2011年 “捨てる”と“使う”をつなぐ仕事

↓ 異業種とのコラボレーション

2016年 循環を前提とした社会の実現とビジネス化（SDGs)

↓ 循環ビジネスのスキーム構築

2019年 循環社会をビジネスで実現する企業グループ（HD化）

循環ビジネスのパートナー・協業企業

19

事業の変化
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（多くの廃棄物を効率的に処理する）

総合リサイクル業

↧

（丁寧に選別、解体して）

素材を生産する
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“使い方”を創造し、“捨て方“をデザインする
リマーケティングビジネスの確立

株式会社モノファクトリー
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マニフェスト発行

解体・リサイクル
中間処理

新規購入時
リサイクル申し込み

新品納品＋
不用品引き取り

鉄

スラグ
燃料

アルミ

リサイクル最終処理

■ スーツケース 引き取りサービス概要（2019年9月サービス開始）
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同業他社との比較ではなく、

異業種へ、消費者へ、分かりやすく伝える

↧

異業種協業による循環ビジネスの確立
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コンセプト

From LEGACY to the FUTURE
これまでの社会を見つめなおし、これからの未来を考えながら実践する場へ

九州のエネルギーを支えてきた川内発電所を、サーキュラーエコノミーを

実現する新たな挑戦の場所と捉え直します。そして、資源循環を中心とした

サーキュラーエコノミーと脱炭素化の推進による持続可能な社会の構築を

目指します。
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・バリューチェーンにおける動静脈連携のハードル

・企業や研究機関の実証フィールドの不足、リソースの限界

・情報流出の懸念からオープンイノベーションが起こりにくい

・発展途上の循環技術開発、未成熟な再生材市場の発達促進

・消費者の意識や行動の変革を促す機会の不足

循環経済(サーキュラー・エコノミー)実現に向けた課題認識

現状の課題

これらの課題解決のためには、情報を共有し、実証実験の「場」があることが重要。
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ソリューション事業リソーシング事業

主な取組み

産官学のネットワークを活かした
研究開発やコンサルティングを実施

廃棄物を高いレベルで再資源化。
廃棄物削減、リサイクル化、脱炭
素化を提案

廃棄物のリサイクル化事業

廃油無害化・再生事業

新事業・技術創出の協業

研修プログラムの実施

実証実験の実施

etc…

etc…
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5，循環ビジネスは、情報ビジネス
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リサイクルと循環は全く違う

30

不安定・不定量 → 無害化、安定化、減量化

適正処理の時代

不安定・不定量 → 安定・定量・一定の品質

リサイクルの時代

不安定・不定量 → 安定・定量・特定の品質

資源循環の時代

安定・定量・一定の品質 → 安定・定量・特定の品質



Copyright(C) NAKADAI Holdings CO.,LTD All Right Reserved

31

循環資源を生産するには

おいしい料理を作るには、良質な材料と、それを活かす技術を持つ料理人が必要であるように、

優良な循環資源を生産するには、しっかり分別された廃棄物と技術が必要である。

自社商品の回収

１

２

３

廃棄物（自社商品）を資源として加工するため、ごみではなく、分別された状態で回収する
仕組みの構築

⚫ 素材を判別できることで、特定の品質の資源への加工が可能
⚫ 分別された素材の一定量の確保ができる

上記で回収した廃棄物（自社商品）を、循環資源として利用、加工するための情報の共有

⚫ 特徴（耐熱、耐圧、加工方法など）の情報の取得
⚫ 回収する（できる）地域とその量の情報の取得

国内外・産官学・異業種による素材分別・加工技術・デザインネットワークの構築

⚫ 廃棄物を日本産循環資源として使用可能な品質に加工する技術の確立と知見の共有
⚫ 産官学・異業種によるビジネス協業と循環資源のネットワーク化・ブランド化
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モノと情報が循環する循環ビジネス

企業からの不要物
（産業廃棄物・有価物）

状態の分析/構造の分析/素材の分析

調達

部品の
在庫

製造

製造・加工
の端材

流通

製品の
在庫

販売

返品・不良品
（リコール）

使用後の
製品

使用後の
製品

個人 家庭ごみ
（一般廃棄物）

法人

リサイクル
焼却・埋立

企業のごみ
（産業廃棄物）

課題2-1
捨てる情報

廃棄しないモノづくり

長く使う仕組み

再生資源
部品の

再利用

製品製造サプライチェーン

再利用

自社製品の回収

課題1
回収システム

課題2-2
使う情報

課題3
循環技術・ネットワークの構築
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成果の情報発信

＋

足りない知見・技術の情報発信

持っている知見・技術の情報発信

成し遂げるプロセス（技術・ノウハウを含む）の共有

企業・自治体・大学へのお願い
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• 廃棄物処理・リサイクル・資源循環は、迷惑施設？有望産業？

• 企業同士の連携→企業＋自治体との連携

»企業・市民から捨てられる廃棄物の資源化

»企業・自治体・市民の行動変容

↧

»会社の利益が上がる。雇用が増える。

»地域の廃棄物の資源化、脱炭素化が進む。

↧

環境・資源循環のビジネス化とサーキュラーエコノミーの実現
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地域（市民）とのコミュニケーションのあり方と、

企業と自治体との協業のモデルケース
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循環ビジネスの目的は、脱炭素。

循環ビジネスを各企業がそれぞれで行うにはハードルが高い。

優良な廃棄物そのものと、その廃棄物の情報を回収し、

それを活かす技術と知見を異業種で共有する。

回収に関するコストを企業価値に転換するまで継続するために、

多くの企業・大学・自治体が協業してマーケットを熟成する。

結果として、環境と経済が共存するサーキュラーエコノミーを実現する。
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ありがとうございました。
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